
担当分掌 重点目標 重点項目

・学力向上 基礎学力指導の実施

実力試験の有効活用

学習習慣の定着

・授業改善の取り組み 研究授業・授業アンケートの実施

校内研修の実施

教科会の活性化

教務内規等の検討・策定

・業務の効率化 手引等文書類の充実

試験採点等ソフトウエアの活用

ネットワークの保守・管理

サーバ類の保守・管理

情報機器の保守・管理

各種ガイドライン・マニュアルの作成、整備

一斉配信メールの活用

ホームページの活用

新規システムの検討・更新

１４．  新型 コロナウイルス・インフルエンザなどの感染症の感染予防

令和7年度 学校評価

本年度
重点目標

 １．　全校生徒の学力向上【授業最優先・分かりやすい授業の展開】

 ２．  ＩＣＴ教育の強化

 3.   授業改革と教員の授業力向上

 4.   挨拶と礼儀を重んじた明るい生徒の育成

 5.   校内環境の整備

 6.   姉妹校との高大連携と進学促進

 7.   キャリア教育とインターンシップの強化

 ８．  部活動の活性化と強化及び安全管理と事故防止

 ９．   いじめ防止対策、長期欠席者の迅速な対応

１０．  教員の生徒募集に関する意識の向上

１１．  教職員としての意識向上・健康管理、教職員間の信頼関係

１２．  地域との連携・交流の推進

１３．  生徒・保護者との信頼関係構築

教務

情報管理

・学内コンピュータネットワークの
　　　　　　　　　　　　運営・保守・管理を行う

・情報機器の活用のための
　　　　　　ガイドライン・マニュアルの整備を行う

・既存のシステムの活用および
　　　　　　　　　　　更新の検討を行う



担当分掌 重点目標 重点項目

校内設備・施設の管理・営繕および正しい利用法の啓発

ゴミの適切な分別と環境美化の徹底

廃棄物の減量とリサイクル意識の向上

適切な備品・消耗品の調達と修繕

経費節減（省エネ・節約）

式典の計画・実施及び改善

次年度行事予定の見直し・調整

実践的な避難訓練の計画・実施および災害時必要備品の準
備・保管

会報誌等の発行による情報共有および学校とご家庭との連携
強化

各学年に適した進路ガイダンスの実施

『進路の手引き』など内部・外部の情報誌を有効活用

保護者対象進路説明会などでの進路情報の提供および姉妹
校入学の特典の周知

職業観を高めるためのインターンシップの実施

キャリア教育の推進

入試改革に向けた情報の提供と対策強化

各学年、担任による複数回の個人面談の実施

・学校行事における主体的参加と創造的運営の推
進

・生徒が主体的に参加できる行事運営体制の強化
・行事前後の準備・広報・振り返りの充実
・新たな創造的要素の導入による生徒参加意欲の向上

・生徒会・委員会・代議員の連携強化
・生徒会定例会および代議員会の役割明確化
・委員会活動の情報共有・調整の強化

・部活の活性化
・公平性を考慮した予算配分の透明化
・各部の目標設定と活動の見える化
・生徒主体による部活動運営の促進

・ボランティア活動の推進
・校内外における奉仕活動の充実
・生徒の自主的参加を促す仕組みづくり

「自分を律する力」を育成し、責任ある行動ができ
る生徒を育てる

・基本的生活習慣の確立（遅刻防止・身だしなみ・授業態度）
・スマートフォン・SNSの適切な利用指導
・校則理解・遵守に関する指導の強化
・自己管理能力（時間・言動・健康）の向上を図る取り組み

学校内外での規範意識を高め、地域から信頼され
る生徒の育成

・登下校時のマナー向上（挨拶励行・通行マナー）
・校内外での公共マナーに関する啓発
・外部から見られている意識づくり（制服の着こなし含む）

交通安全指導の徹底と、交通ルール遵守の定着

・自転車利用マナーの指導（並走禁止・無灯火禁止・ヘルメット
着用推進）
・駐輪場の適正利用・盗難対策の指導
・事故発生時の対応・報告体制の明確化
・交通安全講話や映像教材を用いた教育の実施

他者を尊重し、トラブルを未然に防ぐコミュニケー
ション力の育成

・SNSトラブル防止教育（発信前に考える習慣づけ）
・言葉遣い・態度の指導強化
・いじめ・ハラスメントの未然防止のための早期発見体制
・困った時に相談できる力の育成（スクールカウンセラー活用）

生徒指導

生徒会

総務

・校内環境の整備

・衛生的な校内施設の利用啓発

・経費削減の啓発および具体的な実施

・非常時における危機管理意識の向上

・ご家庭との情報共有および連携

進路指導

・進路への位置づけ

・進路未定者の減少

・姉妹校への入学者増

・正社員雇用内定率の向上



担当分掌 重点目標 重点項目

保健室の利用状況の把握

新型コロナウイルス・インフルエンザなど感染症対策に関する対
応について

カウンセラーの活用

・募集定員の入学者数（特に推薦受験者）確保
各学科・コースの入学者数増加

推薦・特別専願・特色入試および一般受験者数増加

・渉外行事の充実
学校体験会・学校説明会等の行事への参加者数増加

行事参加者（満足度）からの受験者数増加

・募集アイテムの充実

学校紹介＆学校体験会フライヤー・学校案内パンフレット等の
充実および活用（各学科・コースのＰＲ強化）

認知度を高めるためのホームページの充実

・日常の観察
アンテナを高く持ち問題を感じたら、学年主任へ報告。学年で
問題を精査し、必要であれば、いじめ防止対策委員会へ報告

・問題の緊急性に関する対応
激しい誹謗中傷、暴力など早急な対応が求められる事案に
関しては、即いじめ防止対策委員会を招集し、対応を協議

・アンケート、スクールカウンセラーの活用
問題の全貌を知るためにアンケートやクレぺリン等を実施した
り、スクールカウンセラーとのカウンセリング活用で被害者、加害
者共、　心のケアにつとめる

・サービス部門と位置づけ、内部・外部に対し
　サービス精神をもって業務に取り組む

電話・来客対応を通して学校のイメージ向上への貢献
内外に対する親切で行き届いた対応

・事務室と職員室との連携強化と相互協力の推進
確実な情報伝達（ホウ・レン・ソウ）をモットーに、
組織のスムースな運営への寄与

・公的補助金獲得の最大化
就学支援金・授業料軽減等の対象生徒の申請100％達成
補助金制度に精通し、的確な申請にて取りこぼしを防ぐ

・予算管理の的確化
学園全体の制約の中で、学校経営に応える予算の立案
及び適切な執行管理

・出納業務の標準化・効率化
校費・PTA・後援会・同窓会等の申請・出納・実績管理の
標準化・効率化

・積立金管理における的確な対応
学科別・コース別・個人別に積立金の執行管理を行う中で、的
確な対応を行う。

事　務

健康管理 ・日常の健康観察

渉外

いじめ防止対策




